
 

宮崎アクション 

我々G7 農業⼤⾂は、より⽣産⼒が⾼く、強じんで持続可能な農業・⾷料システム
を達成するために、宮崎で議論した以下の点を踏まえ、国際社会の⼀員として積極
的に取り組んでいく。 

 ロシアのウクライナに対する違法な侵略戦争、⾃然災害や感染症等の短期的な課
題に対応すると同時に、誰⼀⼈取り残すことなく、増え続ける世界⼈⼝を養いつ
つ、ネットゼロを達成するために温室効果ガス（GHG）排出を削減し、⽣物多
様性の損失を⾷い⽌め反転させる等の⻑期的な課題に注⼒する 

 既存の国内農業資源を持続的に活⽤し、貿易を円滑化しつつ、地元・地域・世界
の⾷料システムを強化する途を追求し、サプライチェーンを多様化する 

 公平な、開かれた、透明性のある、予⾒可能な、無差別でルールに基づいた貿易
にコミットし、輸出に関するいかなる不当な制限措置もとらない 

 あらゆる形のイノベーションの実施や持続可能な農業慣⾏の促進により、農業・
⾷料システムの持続可能性を向上させる 

 環境に好ましい結果を創出し GHG 排出を削減するため、農業政策の改⾰・⽅向
転換の努⼒を必要に応じ強化する 

 ワンヘルスアプローチを強化し、AMR（薬剤耐性）や越境性の動物由来感染症
及び植物疾病への対策を促進する 

 ⾷料の損失・廃棄を削減し、健康的な⾷事を促進するとともに、消費者の情報へ
のアクセスを改善する 

 ⽊材やその他産品のための持続可能な森林経営やアグリツーリズムといった、農
業に付随する収⼊の多様化の促進、公共インフラの改善を通じて農村の活性化を
⽀援する 

 研究・開発を促進するとともに、地元のニーズや状況に応じた、更なるデジタル
化を含む新規・既存の技術や慣⾏を拡⼤・普及させる 

 特に若者や⼥性、⼗分な発⾔⼒のない⼈々への訓練、普及サービス、知識共有及
び教育、並びに資⾦への平等なアクセスを促進する 

 政府、⺠間セクター、農業者並びにすべての利害関係者間の連携を強化し、農
業・⾷料システムへの⺠間セクターの投資を促進する環境を整える 

 持続可能な農業サプライチェーンへの継続的な移⾏を促進するとともに、農業⽣
産によって森林減少・劣化が起こらない持続可能なサプライチェーンへの⽀援を
強化する 
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